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を
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２
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、
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ナ
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ル
ス
感
染
症
の
拡
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を
受
け
、
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策
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部
を
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置
。

市
内
小
・
中
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の
休
業
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設

の
休
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、
行
事
の
中
止
な
ど
を
決

め
ま
し
た
＝
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。

【
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
が
ふ
化
】

５
月
、
府
内
の
自
治
体
で
２
例
目

と
な
る
、
特
別
天
然
記
念
物
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
市
内
で
ふ
化
。
愛
称

を
募
集
し
、「
綾
来
」と
決
め
ま
し

た
＝
写
真
⑥
。

【
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
】

８
月
、
里
町
の
中
丹
文
化
会
館
で

同
式
典
と
由
良
源
太
郎
氏
（
本
町

一
丁
目
）
の
「
名
誉
市
民
称
号
贈

呈
式
」を
行
い
ま
し
た
＝
写
真
①
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
竣
工
】

８
月
、
野
田
町
の
旧
清
掃
工
場
の

跡
地
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
新
設
。
ス
プ
レ
ー
缶
等
処
理
装

置
も
導
入
し
、
12
月
か
ら
穴
を
開

け
ず
に
有
害
ご
み
に
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
＝
写
真
⑧
。

【
二
王
公
園
で
キ
ャ
ン
プ
利
用
開

始
】
10
月
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園

の
一
部
で
、
キ
ャ
ン
プ
利
用
が
可

能
に
。
本
年
４
月
に
は
大
型
迷
路

が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
＝
写
真
③
。

【
定
住
・
移
住
の
京
都
市
拠
点
開

設
】
11
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、
移
住
・
定
住
を
支
援

す
る
「
あ
や
べ
定
住
サ
ポ
ー
ト
京

都
サ
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ラ
イ
ト
店
」
を
、
京
都
市

内
に
開
設
し
ま
し
た
＝
写
真
⑤
。

１
月
市
美
術
展
と
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

タ
を
同
時
開
催
３
月
山
家
ふ
れ
あ

い
の
駅
壁
画
ペ
イ
ン
ト
完
成
４
月

あ
や
バ
ス
に
路
線
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等
を
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ー
マ

字
な
ど
で
表
示
▽
こ
ど
も
家
庭
支

援
相
談
室
「
あ
や
・
ほ
っ
と
」
を

新
設
▽
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
開
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11
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畿
宝
く
じ
の
図
柄
に
二
王
門
▽
市

が
府
交
通
対
策
協
議
会
か
ら
表
彰

▽
市
立
病
院
が
臨
時
発
熱
外
来
設

置
12
月
あ
や
べ
人
権
フ
ェ
ス
タ
と

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
合
同
開

催
▽
卓
上
型
対
話
支
援
装
置
を
増

設
▽
次
代
を
担
う
高
校
生
議
会

そ
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で
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る ―
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次第であります。
　今、我々はウィズコロナの時代を生きていま
す。パンデミックと称されるコロナ危機が、社会
の弊害を炙り出し、新たな課題解決に向けた取り
組みを進める必要があります。また、「価値観の
多様性」が注目を浴び、「田園回帰」の潮流が起
きる中、更に「地域創生戦略」を発展させること
が重要となっています。
　本市は人口３万人余りのまちだからこそ、それ
ぞれの顔が見える関係性の構築が可能です。一人
ひとりの夢や希望を市民の皆様とオール綾部で実
現できるまちづくりを目指し、新たな気持ちでス
タートしてまいります。「今日の夢を明日の現実」
にしていく施策を展開してまいりますので、ご理
解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
　皆様にとって幸多き年になることをお祈り申し
上げます。

　新年、明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症が拡大し、未
曽有の事態となりました。皆様には、感染拡大防
止に努めていただき感謝申し上げます。
　さて、本市は昨年、市制施行70周年を迎え、８
月１日に記念式典を執り行いました。この記念す
べき日に、歴史に思いを馳せたとき、綾部市の礎
を築かれた先人たちに敬意を表するとともに、更
に発展させ次の世代に繋がねばならないと誓った

令和３年
年頭のごあいさつ
綾部市長

あ
や 

ら

は

あぶ
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歓
喜
の
歌

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
は
帰
省
客
も
少
な
く

静
か
な
正
月
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
方
も
多
い
の
で
は
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
と
に
か

く
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
追
わ
れ

た
一
年
で
、
暫
く
は
引
き
ず
る

予
感
が
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
に
あ
っ
て
今
年
は
、
本
市

に
と
っ
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
第
６
次
総
合
計

画
の
初
年
度
、
ま
た
私
に
と
り

ま
し
て
は
３
期
目
の
最
終
年
に

な
り
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ふ
る
さ
と
綾
部
の
た

め
に
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
年
末
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
生
誕
２
５
０
年
に
あ

や
か
っ
て
久
し
ぶ
り
に
交
響
曲

第
９
番
を
聴
い
た
。
特
に
こ
の

曲
を
聴
き
た
く
な
っ
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
で
漂
う
閉
塞
感
を
少
し

で
も
紛
ら
わ
せ
た
い
気
持
ち
が

作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
第

九
』
は
数
あ
る
楽
曲
の
中
で

〝
人
類
最
大
の
芸
術
作
品
〞
と

も
称
さ
れ
、
シ
ラ
ー
の
詩
が
組

み
込
ま
れ
た
第
４
楽
章
を
大
合

唱
す
る
演
奏
会
は
、
年
末
の
風

物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

「
歓
喜
に
寄
せ
て
」
と
題
さ
れ

た
詩
は
高
ら
か
に
歌
い
上
げ

る
。「
す
べ
て
の
人
々
は
兄
弟

と
な
る
。
兄
弟
た
ち
よ
、
自
ら

の
道
を
進
め
、
喜
ば
し
く
勝
利

を
目
指
せ
！
」
と
。

我
々
は
今
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
蔓
延
す
る
と
い
う
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

時
代
の
真
っ
只
中
を
生
き
て
い

る
。
何
が
正
し
く
、
何
が
誤
り

か
解
ら
な
い
よ
う
な
迷
路
を
彷

徨
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

前
例
が
な
く
適
正
な
解
も
示
さ

れ
な
い
中
で
は
個
々
の
価
値
観

と
責
任
で
の
判
断
が
求
め
ら
れ

る
が
、
何
と
か
今
年
は
コ
ロ
ナ

終
息
と
い
う
「
歓
喜
の
歌
」
を

皆
で
奏
で
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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し
ば
ら

ま
ぎ

ま
ず
は
家
庭
の
安
全
対
策

大
地
震
で
は
、
負
傷
原
因
の
３

〜
５
割
が
家
具
の
転
倒
・
落
下
に

よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
家
庭
の
危
険
個
所
を

確
認
し
、
家
具
を
固
定
す
る
▽
倒

れ
る
と
出
入
口
を
塞
ぐ
場
所
や
寝

室
・
子
ど
も
部
屋
に
家
具
を
置
か

な
い―

な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
食
料
や

飲
料
、
生
活
必
需
品
な
ど
を
備
蓄

し
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
と

と
も
に
避
難
場
所
や
経
路
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

情
報
入
手
手
段
の
確
保
を

災
害
発
生
直
後
は
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
安
否
確
認
に
は
、
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
や
携
帯
電

話
災
害
用
伝
言
板
な
ど
が
使
え
ま

す
。
こ
れ
ら
は
毎
月
１
・
15
日
、

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
、
防

災
週
間（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）

な
ど
に
体
験
利
用
で
き
ま
す
。
普

段
か
ら
家
族
で
安
否
確
認
方
法
や

集
合
場
所
な
ど
を
話
し
合
い
、
使

い
方
に
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
緊
急
時
に
は
正
確
な
情

報
収
集
が
安
全
確
保
の
鍵
を
握
り

ま
す
。
市
は
防
災
行
政
無
線
▽
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
あ
や
べ
ー
る
▽

Ｆ
Ｍ
い
か
る
▽
車
両
広
報―

な
ど

で
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
被
災
状

況
に
よ
っ
て
は
、
利
用
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

複
数
の
手
段
で
情
報
を
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

自
助
・
共
助
が
重
要
に

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
地
震

直
後
、
被
災
者
で
も
あ
る
住
民
が

人
命
救
助
で
活
躍
。
そ
の
後
全
国

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付

け
、
後
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
市
で
も
、
平
成
30
年
の
豪

雨
災
害
で
市
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
、
復
旧
の
力

と
な
り
ま
し
た
＝
写
真
右
。
災
害

時
は
行
政
機
関
な
ど
が
被
災
し

「
公
助
」
が
機
能
し
な
い
場
合
も
。

災
害
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
自
分

で
身
を
守
る
「
自
助
」、
近
所
同

士
で
助
け
合
う
「
共
助
」
の
重
要

性
が
増
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

災
害
時
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
よ
う

　
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15
〜
21

日
は「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」で
す
。１
９
９
５（
平
成
７
）

年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
ち
な
ん
で

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
災
害
を
教
訓
に
、
防
災
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
識
を
高
め
、
有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

さ

ま
よ

ま
ん

か
な

同年７月９～22日に、延べ1,685人が活動しました

送
迎
や
一
時
預
か
り
を
手
助
け

核
家
族
化
が
進
み
、
祖
父
母
と

協
力
し
て
子
育
て
す
る
こ
と
が
難

し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
転
勤
な
ど
で
、
近
く
に
頼
る

人
が
い
な
い
人
も
い
ま
す
。１
人

で
悩
ま
ず
、フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
を
利

　
あ
や
べ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
通
称
：
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
）
は
、

子
育
て
を
応
援
し
て
ほ
し
い
人
「
お
ね
が

い
会
員
」
と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人

「
ま
か
せ
て
会
員
」
と
を
つ
な
ぐ
制
度
。

「
仕
事
で
子
ど
も
の
送
迎
が
で
き
な
い
」

「
急
用
が
で
き
短
時
間
子
ど
も
を
預
け
た

い
」
な
ど
の
困
り
事
を
有
償
で
援
助
し
ま

す
。
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
は
、
会
員
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

用
し
ま
せ
ん
か
。

お
ね
が
い
会
員
の
条
件
は
、
市

内
に
居
住
す
る
か
通
勤
す
る
人

で
、
原
則
と
し
て
生
後
２
か
月
か

ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
る
人
。
援
助
活
動
は
、

一
時
的
な
預
か
り
や
送
迎
で
、
掃

除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
は
対
象
外

＝
上
表
参
照
＝
で
す
。

そ
の
家
庭
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト

の
方
法
や
ま
か
せ
て
会
員
を
、

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
事
前
に
相
談
し
て
決
定
し
ま
す
。

気
兼
ね
せ
ず
安
心
し
て
登
録
を

12
月
末
現
在
の
会
員
数
は
、
お

ね
が
い
会
員
81
人
に
対
し
て
、
ま

か
せ
て
会
員
が
36
人
。
こ
の
制
度

の
運
営
は
、
ま
か
せ
て
会
員
の
充

実
が
不
可
欠
で
す
。
他
人
の
子
ど

も
を
預
か
る
不
安
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
で
保
険

に
加
入
し
、
一
定
の
補
償
が
あ
り

ま
す
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
か
せ
て
会
員
の
条
件
は
、
市

内
に
居
住
し
て
い
る
▽
自
宅
や
安

全
な
場
所
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
▽
心
身
が
健
康
で
積

極
的
な
活
動
が
で
き
る
▽
講
習
を

受
講
で
き
る―

人
で
、
資
格
な
ど

は
不
要
で
す
。

ま
ず
は
、
近
所
や
知
り
合
い
、

友
人
の
子
ど
も
に
限
定
し
て
始
め

る
こ
と
も
可
能
。
自
分
に
で
き
る

範
囲
の
手
助
け
で
十
分
で
す
。
ぜ

ひ
、
会
員
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
や
べ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
は
み
ん
な
で
！

利用してみてどう？

２人目の出産前後は助かり
ました

同じ保育園にまかせて会員
がいると安心♡

助けてもらったので、今度
は助けたい！

あやべファミリー・サポート・センター

おねがい会員の声

（せんだん苑南こども園横、上野町）

☎（42）5090　F（42）5055
メール　ayabefamisapo@snow.ocn.ne.jp
基本料金　平日7時～19時　1時間700円
　　　　　上記以外の時間　1時間800円
※土・日曜日、祝日は基本料金の100円増し
※兄弟姉妹は２人目以降半額
※その他実費は、おねがい会員負担

・園児や小学生の預かりや送迎が必要
・保護者に病気や急な用事がある
・子育てから離れてリフレッシュしたい
・０～２歳児のセンターでの預かりが必要

・掃除・洗濯などの家事
・病気や発熱中の子どもの預かり
・宿泊や長時間の預かり

こんなときに援助します これらの援助はできません

あやべファミリー・
サポート・センター
会員同士をつなげます

おねがい会員
報酬を払い援助を受けます

会員登録
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希望調査
援助者紹介 援助依頼

会員登録
研修受講

報酬

援助活動
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す。助け合って子育
てしましょう！まかせて会員

矢賀加代さん（青野町）

※支援の内容は、両会員の同意で決定します
※両会員の同意がある場合を除く

災
害
を
教
訓
に

歓
喜
の
歌

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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年
は
帰
省
客
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く

静
か
な
正
月
を
お
迎
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と
拝
察

い
た
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か
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コ
ロ
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対
応
に
追
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予
感
が
し
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お
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ま
す
。
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ん
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ま
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り
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と
な
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第
６
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総
合
計

画
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初
年
度
、
ま
た
私
に
と
り

ま
し
て
は
３
期
目
の
最
終
年
に

な
り
ま
す
。
初
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を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ふ
る
さ
と
綾
部
の
た

め
に
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
年
末
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
生
誕
２
５
０
年
に
あ

や
か
っ
て
久
し
ぶ
り
に
交
響
曲

第
９
番
を
聴
い
た
。
特
に
こ
の

曲
を
聴
き
た
く
な
っ
た
の
は
、

コ
ロ
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で
漂
う
閉
塞
感
を
少
し

で
も
紛
ら
わ
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た
い
気
持
ち
が

作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
第

九
』
は
数
あ
る
楽
曲
の
中
で

〝
人
類
最
大
の
芸
術
作
品
〞
と

も
称
さ
れ
、
シ
ラ
ー
の
詩
が
組

み
込
ま
れ
た
第
４
楽
章
を
大
合

唱
す
る
演
奏
会
は
、
年
末
の
風

物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

「
歓
喜
に
寄
せ
て
」
と
題
さ
れ

た
詩
は
高
ら
か
に
歌
い
上
げ

る
。「
す
べ
て
の
人
々
は
兄
弟

と
な
る
。
兄
弟
た
ち
よ
、
自
ら

の
道
を
進
め
、
喜
ば
し
く
勝
利

を
目
指
せ
！
」
と
。

我
々
は
今
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
蔓
延
す
る
と
い
う
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

時
代
の
真
っ
只
中
を
生
き
て
い

る
。
何
が
正
し
く
、
何
が
誤
り

か
解
ら
な
い
よ
う
な
迷
路
を
彷

徨
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

前
例
が
な
く
適
正
な
解
も
示
さ

れ
な
い
中
で
は
個
々
の
価
値
観

と
責
任
で
の
判
断
が
求
め
ら
れ

る
が
、
何
と
か
今
年
は
コ
ロ
ナ

終
息
と
い
う
「
歓
喜
の
歌
」
を

皆
で
奏
で
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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し
ば
ら

ま
ぎ

ま
ず
は
家
庭
の
安
全
対
策

大
地
震
で
は
、
負
傷
原
因
の
３

〜
５
割
が
家
具
の
転
倒
・
落
下
に

よ
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の
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と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
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確
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塞
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子
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家
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置
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な
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な
ど
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を
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ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
食
料
や

飲
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を
備
蓄

し
、
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常
持
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出
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袋
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準
備
と

と
も
に
避
難
場
所
や
経
路
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

情
報
入
手
手
段
の
確
保
を

災
害
発
生
直
後
は
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
安
否
確
認
に
は
、
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
や
携
帯
電

話
災
害
用
伝
言
板
な
ど
が
使
え
ま

す
。
こ
れ
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毎
月
１
・
15
日
、

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
、
防

災
週
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８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）

な
ど
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体
験
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ま
す
。
普
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安
否
確
認
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使
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情
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収
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▽
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ー
ム
ペ
ー
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べ
ー
る
▽

Ｆ
Ｍ
い
か
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▽
車
両
広
報―

な
ど
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を
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ま
す
。
被
災
状

況
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っ
て
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利
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で
き
な
い

も
の
が
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る
か
も
し
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せ
ん
。

複
数
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手
段
で
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入
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し
ま

し
ょ
う
。
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れ
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　　　　　上記以外の時間　1時間800円
※土・日曜日、祝日は基本料金の100円増し
※兄弟姉妹は２人目以降半額
※その他実費は、おねがい会員負担

・園児や小学生の預かりや送迎が必要
・保護者に病気や急な用事がある
・子育てから離れてリフレッシュしたい
・０～２歳児のセンターでの預かりが必要

・掃除・洗濯などの家事
・病気や発熱中の子どもの預かり
・宿泊や長時間の預かり

こんなときに援助します これらの援助はできません

あやべファミリー・
サポート・センター
会員同士をつなげます

おねがい会員
報酬を払い援助を受けます

会員登録

私たちに
相談して

希望調査
援助者紹介 援助依頼

会員登録
研修受講

報酬

援助活動

まかせて会員
子どもの預かりなど援助します

活動は隙間時間でOK!
　仕事をしながらタ
イミングが合う時に
活動しています。
　いろいろな研修が
あり、自分の子育て
にも役立っていま
す。助け合って子育
てしましょう！まかせて会員

矢賀加代さん（青野町）

※支援の内容は、両会員の同意で決定します
※両会員の同意がある場合を除く

災
害
を
教
訓
に
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　とよさか町の綾部工業団地に、ファーストダウン（本
社・福岡県久留米市、白井雄樹代表取締役社長）の立地
が決定しました。同社が立地するのは、本田味噌本店
（本社・京都市、本田茂俊代表取締役社長）の旧綾部工
場。12月23日に青野町のものづくり交流館で、両社と
市、府による共同記者発表を行いました。
　ファーストダウンは、主に生野菜サラダを中心とした
カット野菜を生産。本年夏の稼働を目指し「３年以内を
めどに従業員235人の雇用を計画しており、地元採用を
進めたい」と話す白井社長。本市の経済活性化に寄与す
るものと期待されます。

遠隔手話通訳が利用できるタブレット常設

綾部工業団地に新企業

　青野町の市立病院（高升正彦院長）に、遠隔手話通訳サービ
スが利用できるタブレット端末が常設されました。新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止のため、府が実施している同サービ
ス。端末の常設は、府内の公立病院では２例目、府北部では初
めてです。利用には事前の申し込みが必要。詳しくは、本紙７
月号12面をご覧いただくか綾部市聴覚言語障害者支援センター
（☎（40）1260、F（40）1261）にお問い合わせください。

冬空にイルミネーション輝く
　市観光協会（平野正明会長）が、ＪＲ綾部駅
南広場とあやべ観光案内所にイルミネーション
を設置。駅周辺のにぎわい創出とともに、コロ
ナ禍でも人々の心が明るくなるようにとの思い
を込め、同協会職員らが手作業で飾り付けまし
た。イルミネーションは２月中旬まで、毎日日
没から翌朝まで点灯します。

年の瀬に防火警戒
　市消防団（白波瀬博之団長）は12月28、29
日の２日間、年末防火警戒を実施。安全に年末
を迎えられるよう、延べ687人の団員が夜間に
各団の詰所で警戒にあたるとともに、消防車両
で地域を巡回しました。令和３年も引き続き、
一人ひとりが火災予防に努めましょう。

進出を発表した白井社長＝写真右＝と山崎善也市長

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す
る

だ
け
で
、
申
告
書
を
作
成
。ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
で
提
出
（
送
信
）
で
き
ま
す
。

送
信
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
機
械
が

必
要
で
す
。
カ
ー
ド
が
ま
だ
手
元

に
な
い
人
は
、
福
知
山
税
務
署
で

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
す
れ

ば
、
送
信
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
、

郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
感
染
症
対
策
と
し
て
、
自
宅

で
申
告
書
を
作
成
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
す

る
方
法
は
、暫
定
的
な
対
応
で
す
。

こ
の
機
会
に
税
の
申
告
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で

き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
ま
し
ょ
う
＝
下
記
。

感
染
症
対
策
の
た
め
、
会
場
へ
の

入
場
を
制
限
し
ま
す
。
混
雑
状
況

に
よ
っ
て
は
、
会
場
の
外
で
待
っ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
た
め
、

暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
滞
在
時
間
を
短
く
す

る
た
め
、
農
業
、
営
業
、
不
動
産

等
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除

の
明
細
書
の
作
成
は
、
で
き
る
だ

け
自
宅
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
・
府
民
税
の
申
告
書
は
、
郵

送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
用
紙
が

必
要
な
人
は
税
務
課
へ
。
昨
年
申

告
し
た
人
に
は
送
付
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
作
成

所
得
税
の
申
告
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
便
利
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
入
り
、
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申
告
書
は
自
宅
で
作
成
を

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在

で
本
市
に
住
所
が
あ
り
▽
令
和
２

年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
所
得

が
あ
っ
た
人
▽
所
得
税
の
申
告
が

不
要
な
公
的
年
金
受
給
者
等
で
、

配
偶
者
控
除
等
を
追
加
す
る
人
│

な
ど
で
す
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

期間／２月16日（火）～３月15日（月）
※土・日曜日、祝日を除く
時間／午前９時～正午、午後１時～４時（開場は午前８時30分～）
場所／市役所まちづくりセンター２階
申告に必要な書類／マイナンバーカード（もしくはマイナンバー通知
カードと本人確認書類）、源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）、生
命保険料や地震保険料の控除証明書、医療費控除明細書など
問い合わせ／税務課市民税担当☎（42）4235

日程／２月９日（火）、10日（水）、18日（木）
時間／午前９時30分～正午、午後１時～４時（受け付けは３時30分まで）
場所／市民センター（あやべ・日東精工アリーナ、西町三丁目）
問い合わせ／福知山税務署☎（22）3178

日程／２月19日（金）、20日（土）
時間／午前９時30分～正午、午後１時～４時（受け付けは３時30分まで）
場所／市民センター（あやべ・日東精工アリーナ、西町三丁目）
問い合わせ／商工会議所☎（42）0701

マイナンバーカード
申請窓口を開設します
　会場では申告期間中、同カードの出張
申請窓口を開設。まだ取得していない人
は、相談会の待ち時間などに、ぜひ申請
してください。

日程　２月16、17、18、19、22、26日、
　　　３月１、２、４、５、９、11、12日
時間　午前９時～正午、午後１時～４時
場所　市役所まちづくりセンター２階
申込み　事前に市民・国保課へ（当日申

請も可能）
※持ち物など詳しくは、本紙お知らせ版
参照
問い合わせ
同課
☎（42）2900

●税理士による所得税の申告・相談

●綾部商工会議所主催　所得税の申告・相談

※両相談とも、土地・建物・株式等の譲渡所得、贈与税、相続税についての申告・相談は行いません

市・府民税の申告受付・相談

ご利用ください無料申告・相談

申告書の作成は
こちらから
URL:https://www
.keisan.nta.go.jp/
kyoutu/ky/smsp/
top#bsctrl

密
を
避
け
自
宅
で
申
告
！

税
の
申
告
は
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

令
和
２
年
分
の
市
・
府
民
税
、所
得
税（
確
定
申
告
）の
申
告
は
、２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。期
間
中
、会
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。密
を

避
け
る
た
め
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
告
書
作
成
・
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


